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　ケベック州の社会文化的なコンテキストのなかでフランス語教育について
考えることをテーマに掲げた日本ケベック学会 2022年度大会では、モンレ
アル大学教育学部のフランソワーズ・アルマン（Françoise Armand）教授に基
調講演をいただいた。パンデミックの影響により事前に収録された動画によ
る講演となったが、インクルーシブなフランス語教育プロジェクトの興味深
い実践例を、豊富なスライド資料や教室活動の動画を用いて、明快な口調で
次々と手際よく紹介くださり、言語文化的多様性が増すケベック州において
複言語・複文化アプローチによるフランス語教育を行う重要性とその有効性
について、短時間でしっかりと理解することができた。動画に登場するアロ
フォンの子どもたちが生き生きとした表情で教室活動に参加する姿が印象深
く、学習者のアイデンティティを肯定する教育の価値を認識させられた。フ
ランス語での講演内容を以下に日本語で要約する。

1．ケベック州の社会言語的コンテキスト
　ケベック州ではフランス語憲章（101号法、1977年制定）の規定により、
新規移民の子どもたちが初中等教育をフランス語で受けることが義務付けら
れている。フランス語学校ではさまざまな地域の出身で異なる言語をもつ生
徒を多数受け入れており、2019-2020年には、ケベック州で就学前・初等・
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中等教育を受ける生徒の 31.2%が移民家庭の子どもであった。とりわけモン
レアル地域の学校では移民の生徒が 67.3%を占め、母語がフランス語でも英
語でもないアロフォンの生徒の割合は 43.1%であり、フランス語を母語とす
る生徒の割合（37.6%）を上回っている。これらの学校では 180種類もの言
語が話されている。
　ケベック州におけるフランス語は「脆弱な多数派」言語（Mc Andrew, 
2010）であり、公的生活での共通語であり文化を伝える言語としてのフラン
ス語の役割は、とくに英語との競合により危機的状況に置かれている。この
ような状況のなかで、移民の生徒たちの出自の言語は、フランス的事実の肯
定を妨げるものとみなされる恐れがある。アロフォンの生徒たちの母語や文
化的背景をいかに考慮に入れるかが課題となる教育現場においては、そのた
めの準備がほとんどなく、教師らは矛盾した言説によって引き裂かれている
と感じている（Armand, 2021 ; Thamin et al., 2013）。

2．理論的基盤
　複言語アプローチの基盤となるのは、Cumminsの共有基底言語能力モデル
にもとづき、能力とスキルの転移によって学習を促進する考え方である。ま
た、Cumminsの二重梯子のイメージで知られるように、生徒が第二言語で到
達できる可能性のあるレベルは、母語で到達ずみのレベルに依存すると考え
られ、移民の子どもたちの母語を考慮することの重要性が確認される。複言
語アプローチでは、さらに、Lambertの加算的バイリンガリズムの理論も参
照される。他言語を競合により排除するのではなく、認知言語的能力の向上
に複合的に寄与する要素としてとらえ、これを肯定する。
　複言語アプローチによって、アロフォンの生徒たちは、さまざまな言語で
自分の知識とスキルを結集・強化し、フランス語の学習とフランス語を使っ
た新しい知識の習得に前向きに取り組むことができる。生徒の母語を考慮に
入れることは、言語の相互依存と転移によりフランス語の習得を促進するだ
けでなく、彼らの言語文化的背景を承認し尊重することとなり、多様性に開
かれた前向きな雰囲気をクラス内に作り出すことができる。

3．ケベック州におけるインクルーシブな教育実践（複言語アプローチ）
　ケベック州でのインクルーシブな教育実践（複言語アプローチ）において、
教師たちに求められるのは、子どもたちや彼らの家族の経験と知識を、障害
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ではなく資産と見なし、二言語または複言語話者となりつつあるアロフォン
の子どもたちの母語を承認することである。また、学習者が異なる言語のあ
いだを行き来することを正当なことと考え、その価値を認めることが重要で
ある。
　ÉLODiL（「言語への目覚め、言語多様性への開かれた態度」研究プロジェ
クト）の公式サイト上には、このような複言語アプローチにもとづくインク
ルーシブ教育実践に関する多くのリソースが公開されている 2。代表的な実
践例として、1）言語への目覚め活動、2）複言語アイデンティティ・テキス
ト、3）複言語アイデンティティ・テキストと演劇、という 3種類の活動が
挙げられる。
　「言語への目覚め活動 （Language Awareness / Éveil aux langues）」は、1980年
代初頭に英国で登場し、Eric Hawkinsと James Garrettが創始者とされている。
欧州では Evlang（フランス）、EOLE（スイス）などのプロジェクトが展開さ
れている。さまざまな言語コーパスとの接触により学習者に言語の多様性を
認識させ、言語の機能について内省的に観察するメタ言語スキルの開発を目
指すのが「言語への目覚め活動」である（Armand et Maraillet, 2013）。子ども
たちは「言語の花」活動（図１）により複数の言語を学び合い、月を表す単
語や数の表現、否定の表現などを比較することにより、言語による単語や文
の構成の違いを認識し、メタ言語能力を発達させる。また、これらの活動を
通じて、自己の言語を相対化し、互いの言語文化への理解を深め、尊重しあ
う姿勢を身につけることが可能となる。

図１　ÉLODiL言語の花（あいさつ）



6

ケベック研究 第 15 号（2023）

　「複言語アイデンティティ・テキスト」では、生徒たちが自分の家族につ
いて母語とフランス語とで作文し、家族が集う発表会の場で読み上げる。母
語を大切にしながらフランス語習得を進めることによって子どもたちは自信
を深め、見守る家族らも成果を実感する（講演会では作文発表会の様子が動
画で紹介された）。
　アルマン教授のプロジェクト（Recherche FQRSC, Armand et al., 2015）では、
複言語アイデンティティ・テキストを実践したグループ、およびテキスト作
文に加えて演劇活動を行ったグループを統制群と比べる実証研究を行ってお
り、実験群の生徒たちは、統制群に比べて、フランス語で書くことに対する
意欲、自己肯定感、有能感を持つようになったことが確認されている。また
アイデンティティ・テキストの作文だけでも単語数、思考力、語彙力が向上
したが、作文に演劇活動を加えることにより、フランス語で書くことにさら
に積極的な取組みが見られ、より長い文章、より発展した考え、より多くの
語彙知識が得られたことが示されている。

4．「ÉLODIL 複言語アルバム : オーラルと筆記言語の能力開発」プロジェクト
　「ÉLODIL複言語アルバム 3」（図２）のプロジェクトでは、複言語アプロー
チにもとづく就学前教育の教材として 11の絵本作品を収めるデジタルアル
バムが開発されている。アルバムは、ケベック州の学校で最も話されている
言語（アラビア語、中国語、クレオール語、スペイン語など）、モンレアル
の実験対象地区で最も話されている言語（ベンガル語、タミル語、パンジャ
ブ語など）、さらに先住民の言語 （アティカメク語、イヌー＝アイムン語）の
計 22言語に翻訳され、全作品にフランス語音声、7作品には他の言語の音声
も収録されている。これらのアルバムと教材シートは、2021年 9月から、ケ
ベック州のすべての学校図書館でデジタル・プラットフォーム上での無料閲
覧が可能となっている。
　プロジェクトでは、 11作品中 7作品について、教育活動の設計と実験が行
われた（Armand et al., 2021）。ケベック州就学前教育課程カリキュラム（2021
年）にもとづき、「読書の準備」、「語彙の活動」、「物語のオーラル理解（イ
ンデックス・リーディング）」、「言語多様性への開かれた態度」、「筆記の概
念」、「語りの創作」などの教材シートが作成され、教育活動の設計が行われ
た。実験では、実験群 10クラスと統制群 6クラスの比較が行われ、開発教
材による指導を受けた実験群の子どもたちは、統制群の子どもたちよりも、
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フランス語学習に自信をもち、フランス語を聞き話すことを好むとともに、
自分の母語に誇りを持つことが明らかになった。多くの教師が、生徒たちの
オーラル理解能力、物語のテーマについて考察し議論する能力、新しい語彙
の獲得に発達が見られ、学習意欲と満足が増していると答えている。他の言
語での「回り道」が、子どもたちのフランス語学習への取組みを強化するこ
とが明らかになった。

5．まとめとして
　これらの実践例からわかるように、二言語 /複言語話者への途上にある幼
いアロフォンの子どもたちを支援するには、「彼らの言語的背景を受け入れ
尊重することが、指導言語を学習する上での障害ではなく、資産である」こ
とを強調することが重要であり、ケベック州就学前教育課程カリキュラムで
もそのように推奨されている。

図２　ÉLODiL複言語アルバム
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　多言語多民族の環境で、学習のための肥沃な土壌を作るには、生徒たちの
フランス語学習をサポートしながら、自分自身を母語で表現する可能性を認
める必要がある。彼らがコミュニケーションの必要性のために自発的に自
分自身を表現するときに、彼らを検閲したり罰したりすることは、明らかに
同化主義の考え方に属するものであり、学校からは禁止されるべきである
（Armand, 2021; Armand et al., 2021）。複言語・複文化アプローチにもとづき、
アロフォン生徒たちの母語と文化的アイデンティティを尊重しながらフラン
ス語習得を目指すインクルーシブな教育が重要である。
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